
「
板
兵
子
」
こ
と
伊
藤
兵
三
と

同
様
、
日
夏
耿
之
介
の
日
記
や

随
筆
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
が

誰
だ
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
人
に

「
畊�

�

雨�

子
」
と
表
記
さ
れ
る
人
物

が
い
る
。

畊
雨
子
が
最
初
に
登
場
す
る

作
品
は
昭
和
15
年
夏
の
水
鶏

�
�
�

の

宿
滞
在
中
、
８
月
５
日
早
朝
５

時
か
ら
の
散
歩
の
折
、「
新
ノ
川

で
思
ひ
が
け
な
く
畊
雨
子
が
友

人
と
自
転
車
で
兎
の
エ
サ
の
大

葉
子
を
採
る
に
会
す
」（「
山
荘

日
記
」）
と
あ
る
。
そ
の
一
ヶ
月

後
の
９
月
５
日
に
は
「
畊
雨
子
、

堆
朱
家
光
悦
翁
、
梨
瓶
子
。
雅

談
」（
同
前
）
と
あ
り
、
新
聞
記

者
奥
村
梨
瓶
を
交
え
て
の
交
流

が
窺
え
る
。
他
の
記
述
に
は
畊

雨
子
に
「
旧
友
」
と
い
う
肩
書

き
を
つ
け
て
い
る
の
で
、
そ
の

前
年
14
年
４
月
、
10
年
ぶ
り
に

帰
郷
し
た
折
「
素
通
り
し
よ
う

と
し
た
飯
田
の
駅
に
、
明
治
二

十
九
年
に
一
緒
に
小
学
校
に
入

学
し
た
同
級
生
の
斑
白
禿
頭
が
、

八
人
も
迎
え
て
く
れ
た
の
が
ま

た
な
く
う
れ
し
か
つ
た
。
駅
前

の
宿
で
旧
友
と
一
し
き
り
談
つ

て
」（「
堆
朱
翁
の
家
」）
と
あ
る
、

日
夏
の
凱
旋
を
迎
え
て
く
れ
た

同
級
生
の
中
に
「
畊
雨
子
」
も

い
た
に
相
違
な
い
。

そ
れ
は
昭
和
20
年
の
疎
開
の

折
も
同
様
で
、
６
月
22
日
午
後

２
時
過
ぎ
飯
田
駅
に
着
き
、
梨

瓶
子
の
口
利
き
で
落
ち
着
い
た

蕉
梧
堂
に
泊
ま
り
、
す
ぐ
に
訪

ね
た
の
は
旧
友
畊
雨
子
と
板
兵

子
で
あ
っ
た
（「
栗
里
亭
記
」）。

そ
の
後
、
柏
心
寺
の
樋
口
家

の
墓
に
詣
で
、
10
日
程
飯
田
の

町
の
知
友
を
訪
ね
て
後
、
７
月

９
日
、
山
本
の
石
曽
根
竹
村
家

へ
向
か
う
の
で
あ
る
。
日
夏
は

竹
村
家
の
番
小
屋
（「
栗
里
亭
」

と
命
名
）
で
３
ヶ
月
程
過
ご
し
、

冬
越
し
の
炬
燵
を
求
め
て
10
月

14
日
中
平
の
石
田
（
金
澤
家
・

凝
花
村
舎
と
命
名
）
の
離
れ

「
雪
後
庵
」
に
引
っ
越
す
（「
ほ

と
と
ぎ
す
を
聴
く
の
記
」）。
終

戦
を
挟
ん
だ
１
年
半
の
山
本
滞

在
の
間
、
日
夏
は
何
度
と
な
く

飯
田
の
町
に
足
を
運
び
、
そ
の

度
に
訪
ね
る
の
が
畊
雨
子
な
の

で
あ
る
。

畊
雨
子
に
つ
い
て
は
、
旧
友

で
あ
る
以
外
に
、
中
央
公
論
編

集
者
だ
っ
た
松
下
童
山
子
（
英

麿
）
を
差
し
置
い
て
、
９
月
18

日
「
知
久
町
の
畊
雨
子
と
歌
集

装
幀
に
つ
い
て
相
談
」（「
栗
里

亭
記
」
一
）
し
た
り
、
９
月
22

日
「
知
久
町
の
畊
雨
子
宅
へ
。

主
人
不
在
だ
っ
た
が
、
鮎
で
昼

食
を
も
ら
う
」（
お
城
下
日
記
」）

な
ど
、
ご
く
気
楽
な
間
柄
を
推

測
さ
せ
る
記
述
が
多
い
。
と
と

も
に
、
本
づ
く
り
に
は
異
常
な

程
の
こ
だ
わ
り
と
蘊�

�

蓄�
�

の
あ
る

日
夏
の
相
談
相
手
に
な
れ
る
、

知
久
町
に
住
む
旧
友
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

追
手
町
小
学
池
上
幸
治
校
長

が
探
し
出
し
て
く
れ
た
明
治
33

年
３
月
27
日
「
尋
常
科
男
児
童

卒
業
録
」
に
は
１
０
５
人
の
卒

業
者
名
簿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
、
前
述
の
条
件
を
満
た
す
人

物
と
な
る
と
限
ら
れ
て
く
る
。

そ
ん
な
折
、「
伊
那
」
３
７
８

号
の
牧
内
雅
博
「
敬
巷
碑
」
の

一
節
「
篆
額
稲
吉
畊
雨
」
に
行

き
当
た
っ
た
。
正
し
く
は
「
敬

恭
碑
」
と
読
む
が
碑
陰
に
稲
吉

の
姓
が
確
認
で
き
た
。
旧
樋
口

家
と
通
り
を
挟
ん
で
斜
向
い
に

家
が
あ
っ
た
稲
吉
正
利
で
あ
る
。

姪
の
稲
吉
郷
子
さ
ん
の
記
憶

に
よ
れ
ば
、
稲
吉
家
は
稲
吉
旅

館
に
続
い
て
、
当
時
は
稲
吉
活

版
所
を
営
み
、
本
人
は
書
家
と

し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

昭
和
21
年
９
月
に
刊
行
さ
れ
、

11
月
１
日
に
出
版
記
念
会
が
催

さ
れ
た
『
山
居
読
書
人
』
の
記

念
写
真
で
も
、
写
真
中
央
の
日

夏
の
左
隣
に
位
置
し
て
い
る
。

本
を
持
っ
て
い
る
の
は
日
夏
以

外
に
は
彼
だ
け
だ
。

資
料
渉
猟
余
話
そ
の
44

黄
眠
先
生
が
行
く

７

本
づ
く
り
の
相
談
相
手

嶋
　
不
濁

愛宕の敬恭碑の碑陰


